平成15年度　第1回　デジタル1種　基礎科目

電 気 通 信 技 術 の 基 礎 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　図－1に示す回路において、抵抗R2を流れる電流は、（　ア　）アンペアである。ただし、電池の内部抵抗は無視するものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　6　　②　12　　③　14　　④　16　　⑤　24
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　(2)　図－2に示す回路において、端子a－b間の合成インピーダンスが6オームであるとき、抵抗Rは、（　イ　）オームである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　3.5　　②　5.0　　③　7.5　　④　9.0　　⑤　10.5
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　(3)　磁界の強さがHアンペア／メートルのときは、その点の磁界の方向に垂直な平面において、面積1平方メートル当たりH本の（　ウ　）が通っていると考える。　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　電　荷　　②　磁　束　　③　電　束　　④　磁　極　　⑤　磁力線


　(4)　波形率と同様に、交流波形のひずみの度合いを見る目安の一つである波高率は、（　エ　）の比で表され、正弦波形の場合、約1.414となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　実効値と平均値　　②　偶数次ひずみと奇数次ひずみ　　③　最大値と実効値

　④　基本波と高調波　　⑤　最大値と平均値


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　半導体において、自由電子を生じさせる不純物は、（　ア　）といわれる。　　　　　　　(4点)
	　①　ドナー　　②　アクセプタ　　③　ソース　　④　ドレイン　　⑤　シリコン


　(2)　図－1に示すトランジスタ増幅回路において、トランジスタのIB－VBE特性、IC－IB特性及びIC－VCE特性がそれぞれ図－2～図－4で示されるとき、この回路のコレクタ～エミッタ間の電圧VCEは、（　イ　）ボルトである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　2　　②　4　　③　6　　④　8　　⑤　9　　⑥　10
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　(3)　エミッタ接地形のトランジスタの静特性に関する次の記述は、（　ウ　）。　　　　　　　(4点)
　　A　入力特性は、コレクタ～エミッタ間の電圧VCEを一定に保ったときのベース電流IBとベース～エミッタ間の電圧VBEとの関係を示したものである。

　　B　入力特性曲線の傾きは、入力インピーダンスを表している。

	①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


　(4)　トランジスタを用いた増幅回路には、トランジスタの入出力端子の選び方により3種類の接地方式がある。これらの接地方式のうち、入力電流と出力電流がほぼ等しくなる回路は（　エ　）接地の増幅回路である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　ベース　　②　エミッタ　　③　コレクタ


　(5)　発光ダイオードに関する次の記述は、（　オ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
　　A　発生する光の強さは、PN接合半導体に印加する逆方向電圧に比例する。

　　B　発光ダイオードは、PN接合半導体のP形領域からの自由電子とN形領域からの正孔のPN接合部における再結合時に、光を発生する。

	①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　次の論理関数Xは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、（　ア　）になる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
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　(2)　図－1～図－4の論理回路において、入力a及び入力bの論理レベル（それぞれA及びB）と出力cの論理レベル(C)との関係が、

　　　　　　C = A+B

　　の論理式で表すことができる論理回路は、（　イ　）の回路である。　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　図－1　　②　図－2　　③　図－3　　④　図－4
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　(3)　表－1は、入力論理レベルA及びBと出力論理レベルCとの関係を示した真理値表である。この真理値表に相当する論理式は、（　ウ　）の式で表すことができる。(5点)
	　①　
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　(4)　図－5の論理回路において、Mの論理素子が（　エ　）であるとき、入力a及び入力bの論理レベルと出力cの論理レベルとの関係は、表－2の真理値表で示される。　　　　　　　　　(5点)
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第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　図－1に示す電気通信回線1への入力電圧が240ミリボルト、電気通信回線1から電気通信回線2への遠端漏話減衰量が63デシベル、増幅器の利得が（　ア　）デシベル、変成器の巻線比（n1:n2）が4：3のとき、電圧計の読みは、1.8ミリボルトである。ただし、変成器は理想的なものとし、電気通信回線及び増幅器の入出力インピーダンスはすべて同一値で、各部は整合しているものとする。

(5点)
	　①　15　　②　18　　③　23　　④　25　　⑤　33　　⑥　43
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　(2)　（　イ　）一様な線路における入力インピーダンスは、その線路の特性インピーダンスと等しくなる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　他端を開放した　　②　他端を短絡した　　③　無限長の


　(3)　図－2に示すアナログ方式の伝送路において、受端のインピーダンスZに加わる信号のレベルが－2[dBm]で、同じ伝送路の無信号時の雑音レベルが－64[dBm]であるとき、この伝送路の受端におけるSN比は、（　ウ　）デシベルである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　－66　　②　－62　　③　－32　　④　32　　⑤　62　　⑥　66
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(4)　絶対レベルは、1ワットを0デシベルの基準とした場合、これを記号（　エ　）で表す。　(5点)
	　①　dBk　　②　dBn　　③　dBW　　④　dBr　　⑤　dBm


第5問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。ただし、（　　）内の同じ記号は、同じ解答を示す。　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　デジタル回線の伝送品質を評価する尺度の一つに%ESがある。伝送速度が64キロビット／秒の回線で、ある100秒間伝送したところ、特定の2秒間にビットエラーが集中して、それぞれ65個と7個発生した。このときの%ESの値は、（　ア　）%となる。　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　1　　②　2　　③　28　　④　72　　⑤　98


　(2)　送信する情報量が時々刻々と変動する各チャネルの情報に対して、帯域を動的に割り当て、複数束ねて同時に一定の帯域幅の伝送路に重ねて送信することは、（　イ　）多重化といわれ、ATMでは、（　イ　）多重効果により効率的な情報転送が可能となる。　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　時分割　　②　位相同期　　③　スタッフ　　④　統計的　　⑤　周波数分割


　(3)　伝送するパルス列の時間軸上の位相変動は、（　ウ　）といわれ、PCM伝送方式の再生中継器においては、タイミングパルスの間隔のふらつきや共振回路の同調周波数のずれが一定でないことなどに起因している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　位相ひずみ　　②　干　渉　　③　相互変調　　④　等　化　　⑤　ジッタ


　(4)　パルスの繰返し周期が等しいN個のPCM信号を時分割多重方式により伝送するためには、最小限、多重化後のパルスの繰返し周期を元の周期の（　エ　）倍になるように変換する必要がある。

(4点)
	　①　
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　(5)　光ファイバには、大別して、SM形とGI形とがあるが、このうち、SM形の伝送特性をGI形の伝送特性と比較して示すと、次の表の（　オ　）となる。　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　A　　②　B　　③　C　　④　D
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解答

第1問（ア）②　（イ）③　（ウ）⑤　（エ）③

第2問（ア）①　（イ）③　（ウ）③　（エ）①　（オ）④

第3問（ア）②　（イ）③　（ウ）⑥　（エ）③

第4問（ア）③　（イ）③　（ウ）⑤　（エ）③

第5問（ア）②　（イ）④　（ウ）⑤　（エ）②　（オ）③
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